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○少林副委員長 それでは時間となりましたので、会を始めたいと思います。今日はお忙しい中ど

うもありがとうございました。それでは委員長、お願いします。 

○金繁委員長 おはようございます。暑い中お疲れさまです。 

第１回の議会だより発行準備特別委員会ということで、今日は議会だよりの発行要領と、そ

れから愛南町議会だより編集要綱について、大体の形を作っていきたいと思います。８月、９

月と研修も予定しておりますので、最終決定というよりは、そこでまた、よりよい考えなどが

あれば、また取り入れるという柔軟な方向でいきましょうということで、この前ざっくばらん

に協議会では話したところですが、一応の形を今日、出来たらと思います。 

最後にまたその他があれば、よろしくお願いします。 

では早速、議会だよりの発行要領について事務局の案をたたき台にさせていただいて、話し

合っていけたらと思います。 

まず１番の議会だよりの名称なんですけれども、皆さん、これなかなか難しいとは思うんで

すが、この前ね、固い議会だよりがメインじゃなくて、こうほかの町ですと、どこだったかは

「青空」とかね、ありますけど、違う、町の名前とは違う名前にしたいというような意見もあ

りましたがいかがでしょうか。何かアイデアありますか。 

これはどうしましょう。これ 1番難しかったりしてね。 

嘉喜山委員、お願いします。 

○嘉喜山委員 もうちょっと時間をかけて、検討したほうがええんじゃないですかね。なかなかす

ぐに決めにくい。 

   あったほうがいいとは思うんやけど。 

○金繁委員長 これはあの、研修の行き帰りのね、バスの中とかこう、ざっくばらんに話せるとき 

のほうがいろいろとアイデアがね、みんなから出てくるかもしれないので、今、嘉喜山委員が 

おっしゃったように、これもうちょっと時間を置いて考えましょう。 

２つ目の発行日なんですけれども、年４回、議会の後にということで事務局案としては、６ 

月１日、９月１日、１２月１日、３月１日ということになっております。 

３月議会の内容が６月ですね。６月議会の内容が９月ということで、３か月ごということな

んですが、これについてはいかがですか。 

すいません、事務局、確認なんですけれどもよろしいですか。３月議会の内容を６月１日発

行日ということで、６月号「広報あいなん」の６月号が６月の頭ですかね、あれは。 

○金繁委員長 すいません説明お願いします。 

もし同時に配布するとしたら、配布の時期がいつになるのか。 

○本多事務局長 お答えします。 

広報の発行についてはですね、月の初めだったと思うんですけども、ただ、月の初めに発行

するので、実際にですね、行政協力員に配るのは前月の末のほうになると思います。 

以上です。 

○金繁委員長 ありがとうございます。 

なので実際には６月ではなく５月の末から、町民の下には手元には行くことになります。ほか 

の議会を見ても、内子町が３月議会については５月発行とか、６月議会には８月発行というこ 

とで、大体同じかなあという感じはするんですけれども、どうですかね皆さん。 

御意見。 
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尾崎委員。 

○尾崎委員 年４回、議会定例会を中心とした内容で年４回、やっぱりこれは適正かなと思いま 

す。１日の発行についても「広報あいなん」と共にということなんで、それがいいのかなと。 

別々にすると、ようけまた、いろんな部分で、・・・・・・・いっぱいあるので私はこの 

年４回と、１日「広報あいなん」と一緒に配布ということに・・・・・。 

○金繁委員長 そうですね。ありがとうございます。 

ほかに。 

嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 発行日と部数、ページ数も含めてちょっと意見を言わさしてもらいます。 

執行部側の広報っていうのは、４月の終わりに発行する分には３月議会のことが載るはずな

んですよ。ですよね。 

○金繁委員長 何か５月号になる。 

○金繁委員長 局長、お願いします。 

○本多事務局長 ４月号の広報に載せる原稿はですね、締切りは３月のですね頭ぐらいになると思

います。なんで、３月議会についてはですね、恐らく５月とかぐらいになるのかなと思ってま

す。 

以上です。 

○嘉喜山委員 結局、それを考えると議会だよりを発行した場合、タイムロスが出てくる。だから

その内容もちょっと考えんといけんなという思いをしてます。僕の基本は、紙ベースは年に１

回、あとは議会のホームページの中で全てやっていくというのが、僕の考えです。年４回発行

するってのは別にええと思うんですけど、やはり内容がちょっと、内容を考えんとこれまた問

題になるかなと。どうしても、執行部側とはちょっと若干違うてくるし、それを違いを出すと

すればですよ、そういう議会での議決した内容とか予算とかっていうのは、もう、今でも広報

に載りよるんだから、これは載せる必要はないだろうなと思うとるんですよ。 

○金繁委員長 嘉喜山委員の御意見は、今、年４回の発行で検討していますが、これは紙では年 1

回でいいということですよね。その件ともう 1点は。 

最後に言われたのは。 

○嘉喜山委員 載せる内容。 

○金繁委員長 その点に関して思ったんですけど、今ですね「広報あいなん」の中に議会の報告が、

議案のね決議の結果が書かれていますけれども、これは皆さんの御理解と御意見をいただきた

いんですけど、私の理解では、この中に「広報あいなん」の中に入っている議会の議決だけで

は、一般質問の内容とか議案の内容とかも分からないので、議会独自の議会だよりを出しまし

ょうということかなと思うんですけども、その点は皆さんいいですか。ですので、議会独自の

議会だよりができればこの「広報あいなん」の中には、もう審議の結果とかは掲載していただ

く必要がなくなると。ほかの町もそうなんですけど、独自にね議会だよりを出せば、もう別個

にこう二元代表それぞれが出すということになると思うんですが、その理解はいかがですか。 

尾崎委員。 

○尾崎委員 かぶる必要は一切ないですよね。議会だよりでもう 1回出したら「広報あいなん」側

もそこはもう一切のけて、かわりに頑張って紙面があれば「広報あいなん」に別のこと・・・・・・・

いいかと思います。 
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○金繁委員長 ですよね。なので、もうこちらに載せる必要がなくなるという理解でよろしいです

か。どこの議会もそうなんですけど。 

嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 いやそれは、やはり早く出す、伝えることを考えれば、それはやはり行政側の分に、

また行政側の議案として出すわけだから僕はそっちに出すべきだろうなと思ってます。 

○金繁委員長 それを出すかどうかというのは、行政の判断ということになるかなと思うんですよ

ね。そこに議会がコミットするっていうことは、なくなるかとは思うんですけど、今までは局

長、議会のほうから原稿を出しているんですよね、この「広報あいなん」に載せていただく議

会情報というのは。 

   本多事務局長、お願いします。 

○本多事務局長 そのとおりです。議会のほうから出しております。 

以上です。 

○金繁委員長 ですので、これからも「広報あいなん」に載せていただくというのであれば、議会

から情報を出す必要っていうのがなくなるのではないかと。独自のものを出せばと思うんです

けど、皆さんどうですかね。それはもう行政が出すものなので、もう行政にお任せするという

ことでいいのではないかと思うんですけど、私たちはこの議会だよりを出すことに集中するべ

きではないかと思うんですけど、どうでしょうか。 

いいですか。 

それでは。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 ほかに異論なければ。 

池田委員。 

○池田委員 今のことについて。 

○金繁委員長 はい、どうぞ。異論なければ、別件ですか。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 はい。 

○嘉喜山委員 そこは今までどおり執行部の中で、ある程度の概要は早く伝えるべきだと思ってま 

すので。 

○金繁委員長 分かりました。それは執行部がどういう情報を出したいかっていうのはまた協議し 

  てやればいいかなと。今、議会だより発行委員会で独自の議会だよりを出す、この内容につい 

て決めるので、こっちのほうに絞っていいですか。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 いやそれは議会だよりなので、やっぱりダブるかどうかっていうよりもここは議会 

が責任を持って出す部分ですので、それは議会独自に出さないといけないと思いますけど、そ 

れはね、後ほどですね載せる内容ということでこれ、審議結果を載せるっていうふうにあるの 

で、そっちで議論していいですか。 

今は出す時期について、戻りたいと思います。 

池田委員、何か。 

○池田委員 時期についてですね、時期については異論はないですが、もともと、前ちらっと申し

上げたことあると思うんですが、今、その広報に議会からのお知らせっていうのが出ておりま
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すよね。それを充実さして、議員が責任を持って編集して、ページ数を多くなるとは思います

が今の広報の中に議会だよりとして入れていくと。 

○金繁委員長 ちょっと前提条件が違ってくるんですけどね。 

○池田委員 最後に、いや、これもう意見として聞いてもろうたらええんよ。最後に、最後の４回

出しますよね。最後の１号だけは紙ベースで出すとか、そういう方法がいいんじゃないかなと

いう意見です。 

○金繁委員長 ほかに御意見ありますか。 

吉田委員。 

○吉田委員 取りあえずこれ概算で決めていかなきゃまずいんですけども、基本的な発行日ってい

うのは僕は年４回発行でいいのかなと。多分ですね「広報あいなん」と少しかぶったりするこ

とがあると思うんですけども、ここは議会として町民の皆様にどういう形でお伝えするかって

いうのは重要なテーマなので、そこはしっかりと、その議会だよりの中で僕も本当は紙、廃止

のペーパーレスのほうがいいとは思うんですけど、なかなかそこまで高齢化してるんで、なか

なかそこは難しいのかなと。時期をみてもそれがね、ペーパーレスになれば 1番理想なんです

けども、なかなかそこまではいかないんで、取りあえずは年４回の発行でいいんじゃないかな

というふうに私は思います。 

○金繁委員長 まだ発言されない副委員長、どうですか。 

○少林副委員長 いいですか。私も基本的に４回、紙ベースでということで良いのではないかと 

思います。  

私もこれが一番最適だろうなと思います。 

○金繁委員長 では、紙ベースで年１回という御意見がね、嘉喜山委員と池田委員から出されたん

ですけども、取りあえず４回で紙ベースも出すということで、これまで視察してきたところと

同様にやってみるということでよろしいでしょうか。 

今日、これまで視察してきたところの要綱も少し、関係するとこだけコピーをして皆さんの 

御手元に配付資料として配付させていただいてます。この福島町議会と御船町議会についてな 

んですけど、定期的に出す以外にですね、例えば福島町議会ですと第５条のところに速報版と。 

だから定期の年４回だけじゃなくて、速報版というのを出しているということなんです。必要 

に応じて出していると。御船町についても第６条にですね、発行時期を変更し、または臨時に 

発行することができるということで、臨機応変に発行することができるということも規定して 

います。これについて、それも明記しておくかどうかなんですけど、そもそもその発行時期、

うちは６月１日と日にちまで指定しているんですが、通常出版業界で発行日というのは別にそ

の日に出さなければならないという意味ではないんですね。６月１日と書いていても、５月末

に実際には出してもいいし６月の後に出してもいい。大体の目安というのが、出版界のあれな

ので６月１日と書いていても、その前後しても大丈夫ではあるんですけれども、この定期のも

の以外に臨時を発行するか、それとも発行時期を変更できるということまで明記して置くかな

んですけど、この点についてはいかがでしょうか。必要性としては、臨時会とか何かね、特別

の例えばコロナのようなことが突発的にあったときとか防災のこととか、突発的にあったとき

に議会として特別委員会を立ち上げて何か検討するとか、動きがあってそれを町民に伝えたい

というときかなとは思うんですけれども、どうでしょうかね。 

この点について何か御意見ありますか。 
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嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 そういうときこそ、ネットを使うべきじゃないかなと思うんですけど。特に紙ベー 

スじゃなくて。 

○金繁委員長 そうですねスピード的にはね、ウェブのほうが早いのでウェブに載せることが重要 

になってくるかと思うんですけども、先ほど吉田委員が言われたように理想ではあるんですが、 

ただ高齢化の進んだ町であるっていうことを考えると、一応その紙で出すっていうことも大事 

になってくるのかなとは私も思いますが、どうですかねほかの方、このとき臨時号っていうの 

は、１６ページとか２０ページとかのこういうものを出すのではなくて、例えばＡ４ね１枚２

枚とかそういうこともありうるのかなとは思うんですけれども、どうですか。 

少林委員。 

○少林副委員長 滅多にあることではないでしょ。ということで私たちが動きがとりやすいように、 

その一つ入れとったら、おかしいもんではないなと。入れとったら良いかなというふうに思い 

ます。 

○金繁委員長 ほかの方いかがでしょうか。 

尾崎委員。 

○尾崎委員 臨時議会と非常に重要な議案等は時にはこういった形で、速やかに発行することも必 

要かと思いますんで、これを臨時会の・・・・・に発行するというところは、入れとっても、

入れとるから必ずっていうわけじゃなさそうですよね、先ほど少林委員がおっしゃったように

入れとってもかまんかなと思います。 

○金繁委員長 吉田委員。 

○吉田委員 これ、例えば変な話、変な話じゃないか、普通の話なんですけど、例えば今回議会が 

例えばありますよと。何月何日ありますよっていう例えば告知をすると。それは例えば紙１枚 

ペラでいいわけですよね。どっかみたいにチラシなのか、どうなのかは別にして、これは速報 

版にはならない。議会だよりとして、何月何日から定例議会が始まりますと。これを例えば紙 

切れ１枚、３月だったら２月のその何ていうですかね告知ですからそれは難しくないんで、こ 

れも速報版として出すんであれば、もうこれ一文は入れておかなきゃなんないとは思います。 

そういうことがもし可能であればですよ。 

○金繁委員長 そうですね。なるほど、確かにこの年４回出すこの定期版以外のもの、速報版とい 

う意味では、そういう告知も速報として入ってくる範囲内かなと思いますね。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 そうですね。 

はい、どうぞ、ごめんなさい。今の流れで、いやいいですか。 

○吉田委員 こっちのほうでして、それも含めて速報版としてくくるんであれば議会指定は４回と、 

これはもう決まりますよね。それ以外で発行することもあるのを速報版という形にするのかど 

うか臨時も含めて、それから告知も含めて、そのお金をかけずにということですよね。それは 

可能なのかなというふうには思いますけど、それを速報版として出すんであれば速報版がいい 

のかどうか、臨時版というんですかね、名称は別にしてね、それは入れておいてもいいんじゃ 

ない、出す出さないは別にして、それはとりあえず多く含めて、とらえればいいんじゃないか 

なとは思います。 

○金繁委員長 尾崎委員。 



6 

○尾崎委員 議会の承認となると、わざわざ臨時議会開いて、速報版出すかどうかを審議するとい

うことになるんですが。 

○金繁委員長 これ多分承認なんで議決じゃなくて、多分全協じゃないかなと思います。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 議会ではなく、議運の承認。 

どうなんでしょうかね。 

事務局長。 

法的にはどうなんでしょうか。お願いします。 

○本多事務局長 あくまでも議会だよりのですね、発行については恐らく今度、議会だよりの常任

委員会というのが出来て、そこが議会だよりの発行についてはですね、編集については議会か

ら付託される形だと思います。ただ最終的なですね決定については、恐らく議長が行うことな

のかなというちょっとイメージを持ってるんですけども、あと一応臨時版の話は出ております

けども、私の中のイメージではですね、恐らく頻繁に発行されることはないとは思ってます。

一般の年４回の定時の発行のもの、もし作るとしたらですね、それだけでもそこそこの編集量

があるので、臨時版を出すとなると、また更に、かなりですね作業がかさむので、一応その辺

りは、頭においていただいた方がいいのかなというふうには考えております。 

以上です。 

○金繁委員長 ありがとうございます。ですので、議長、議会というより議長になるんですかね、

最終的には。 

吉田委員。 

○吉田委員 第５条のところを、これをうまく使っていただいて出す出さないは別にして、こうい 

う形で臨時もひょっとしたらあるかもしれませんので、５条みたいな形で入れるのはいいんじ 

ゃないかなと。 

○金繁委員長 議会の承認という形にしておけば。 

(発言する者あり） 

○金繁委員長 全て包摂するので、そうしたら議長という意味も含むので、尾崎委員よろしいでし 

ょうか。これを入れるということで、よろしいですかね。 

○金繁委員長 嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 速報版というのは、僕はちょっと言葉を変えるべきだろうと思ってます。臨時に発 

行する場合は、特に必要な第４条、例にとれば特に必要な事項については、臨時に発行するこ 

とができる。５条は、臨時に発行する場合は議長の承認を得た後、速やかに発行かなという気 

がします。 

○金繁委員長 嘉喜山委員のポイントは、すいません。 

○嘉喜山委員 速報ではなく、臨時。 

○金繁委員長 臨時という言葉にしたほうがいいということと、その理由は。 

(発言する者あり） 

○金繁委員長 その理由は何ですか。 

嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 確かにその臨時議会を、速報なのかもしれんけど、これってその速報という表現ま

でしなくてもいいという、ちょっと速報っていうのは違和感があるなというところです。 
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○金繁委員長 あとその議長と明記したほうがいいということですよね。その理由は何ですか。 

○嘉喜山委員 議長っていうのは、結局議会を代表するのは議長であって、最終的に議長が責任を

とるべきだろうなと思ってますんで、議長が最終的に誰にどのように判断を仰ぐかっていうの

はまたこれ、議長が判断することなんで、という意味合いです。 

○金繁委員長 なるほど。ほかに、この点について御意見ないですか。 

吉田委員は、御船町じゃなくて福島町の５条４項の文面で、嘉喜山委員は、更にこう絞った

ような形ですよね。代表である議長の判断でっていうことなんですけど、と速報という広い意

味の構成するような表現ではなくて臨時という、必要がある場合はという限定的にしたいとい

うことなんですけれども、限定的なものにするか広範囲なものに置いておくか。 

池田委員。 

○池田委員 今の時点で、今から出すということでいろいろと、いろんな事態に対する対処も必要

だとは思うんですが、そういう考慮していくことも必要だと思うんですが、あんまり広くする

よりか、やっぱり臨時版出すにしても限定しとって取りあえずは年４回定時版といいますか議

会サイドで出すことが第１案だと思うんで、あんまり範囲を広げないように今のとこはしとく

ほうがいいんじゃないかと思います。それは、おっつけいろんな問題が出てくると思うんで、

そのときにこう広げていくように、今、大風呂敷広げてしまうと、まだ全然編集もまだ来てな

いということで。 

これ、大風呂敷は広げないほうがいいと思います。 

○金繁委員長 あの大風呂敷というほどでもないかなと思います。まず、これやらなくてもいいこ

となんで先ほど少林委員が発言しましたように、自由に動けるように広くとっておくか、それ

とも限定的にしておくかというレベルの話だと思いますが、尾崎委員は発言されましたかね。

この件に対して、臨時号っておっしゃったんですかね。尾崎委員は。 

○尾崎委員 臨時で議会というか議長に承認・・・・。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 今審議しよんのは、発行要領の中よな。違う。 

 今は、紙の資料の分にちょっと入ってますよね。 

 それであればここ発行日、ここに、ただし臨時に発行することができるとか、そのぐらい 

つけ加えたんでこれ、いいんじゃないかなという。 

○金繁委員長 そうですね。 

そうですね。そうしましょう。これは吉田議員がおっしゃったのをちょっと似てるんですけ

ど言葉が少し違いますけど。ただし、臨時号を発行することができるというレベルでよろしい

ですか。 

吉田委員。 

○吉田委員 これ、要綱はどれだけ。これ常任委員会が出来た段階で、ごめんなさい。 

いや、要綱の１条、２条、３条で作るじゃないすか。これは、このだよりではないですよね。 

要綱。要綱。要綱要項。 

○金繁委員長 要綱はまた別です。なんで今、嘉喜山委員がおっしゃったように、ここはあっさり 

と「臨時号を出すことができる」でいいですね。 

次、発行部数１万２００部、これは「広報あいなん」を参考にされた同じ部数ということで
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よろしいですかね、事務局長。 

これはよろしいですか。 

（「はい」と言う者あり） 

○金繁委員長 ページ数、基本的には１６ページということで増減はありということも含んでいる 

かとは思うんですけど、基本ということなので、これでよろしいですか。 

仕様について、Ａ４版、表紙裏表紙は４色カラーでその他は２色刷りとすると。表裏だけカ

ラーで、中は２色刷りということなんですが、内子町とかは全部カラーでしたね。これ見積り

とかとってみて、どっちがね、どのぐらい違うのかっていうので検討してもいいかと思うんで

すけど皆さんどうですかね、もうここで決めておきますか。安いことは安いと思うんですけど、

２色刷りのほうが。 

吉田委員。 

○吉田委員 写真を多く使うということでしたよね。分かりやすく。そうしたら２色よりもカラー 

でしないと効果のないような気がします。 

○金繁委員長 おっしゃるとおりです。 

嘉喜山委員、どうぞ。 

○嘉喜山委員 同じ意見です。やはり、そんなに、多分変わらないと思うんで単価的には。 

○金繁委員長 カラーで。 

ほかに御意見ありますか。 

尾崎委員。 

○尾崎委員 同感です。 

○金繁委員長 異論なければ、「その他２色刷りにする」は、ちょっと消しておきますかね。消して 

というか、「表裏表紙は」を消して「Ａ４判４色カラー刷りとする」と、原則しときますか。 

次、構成なんですが１ページ当たりの構成は１行１５文字×３３行×４段組み、１９８０文

字を基本とするということです。ちなみに「広報あいなん」行政のほうはですね、１４文字で

結構本当にでかいんですよね。勝浦が１５文字、内子はちょっと小さめですね１６文字でした。

でも、勝浦の１５文字はこのぐらいだったら読めるんじゃないかなあ、という大きさではあり

ます。いいですか、皆さん。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 大きさ。高齢化社会であるという地域であるということを考えると、どうかなと思 

って。 

嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 確か「広報あいなん」のポイントを変えたときに、1番読みやすいのが今のポイン 

トやって、確か聞いとったんで、だからそれを基本にすべきじゃないですかね。ちょっと、こ 

まい。 

事務局、どうやった。 

○金繁委員長 １３です、あいなん。 

事務局長、お願いします。 

○本多事務局長 「広報あいなん」のですね、ちょっと編集方針でちょっとそこまではまだ実は確 

認出来てないんですけども、確かに以前ですね、フォントについては協議があって、今のフォ

ントサイズに落ちついたのかなという、ちょっと認識はあります。ただ、今のですね広報につ
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いては、ちょっと編集ソフトによってですね、ここに今日１５文字３３行と書いてますけども、

実際フォント数は若干変わるみたいです。編集ソフトによってですね、一応これあくまでも参

考ってことで考えておいていただきたいと思います。恐らく今の「広報あいなん」を見ても全

てのポイントが一つ、同じ大きさではないと思います。 

○金繁委員長 そうです。ページによってはすごく小さかったりします。それと勝浦町の場合は、

行間を結構あけてて非常に読みやすくなります。だから１５入れても、十分読みやすい。一応

この１５で決めておいて、いろんな９月に視察にね、編集の視察に行くので、そこでほかの町

の広報もたくさん見て最終的に決めてもいいかなと思うんですけど、いかがでしょうか。 

よろしいですかね。一応今の案で、いきたいと思います。 

文字フォント、ＵＤデジタル教科書体、これは文字の読み書きに限定した困難のある方のた 

めに開発された書体であるということです。これは、実際「広報あいなん」のものと同じにな 

るということです。 

よろしいですか。文字サイズは１１．３４ポイント、基本的にはということで、これもペー

ジレイアウトとかによっては、より大きくなったり小さくなったり「広報あいなん」みたいに

なるかということだと思うんですけど、よろしいですか、基本は。 

配布先「広報あいなん」とともに次の配布先に配布する。愛南町ホームページ掲載、町内全 

世帯、保育所、小中学校、公民館、御荘文化センター、社協、商工会、農協、漁協、郵便局、 

銀行です。 

ほかにこういうのがあればというのと、もう 1点愛南町ホームページ掲載ってあるんですが 

これ議会ホームページという意味ではないんですかね。 

事務局長、お願いします。 

○本多事務局長 愛南町のホームページ掲載というのは、愛南町のホームページの議会のコーナー

にというイメージを持ってます。 

以上です。 

○金繁委員長 確認でした。これ以外に皆さん、置いたほうがいいとかあれば。あの、コンビニに

よっては「広報あいなん」置いてるっていうところがあると聞くんですけど、事務局長どうな

んでしょうか。 

事務局長。 

○本多事務局長 一応この案をつくった際はですね、コンビニは入れてはないんですけども「広報

あいなん」とですね同様に配布するということでしたら、今コンビニにもですね配布できるの

で、同じ配布ルートでってことを考えたらどうかというふうには考えております。 

以上です。 

○金繁委員長 どうでしょう。同じ配布ルートで、よろしいですか。それから組に入っていない方、 

世帯ですね、その自治会に入ってない世帯への配布というのは、区長さんからの配布は今「広

報あいなん」はしてないと思うんですけれども、その対応はどうしますかね皆さん。 

嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 入ってなくても配りよるところもあるみたいなんで、それ以外のところについて    

はやはり、こういうふうなとこに置くことによって、ある程度カバーできると思います。 

○金繁委員長 カバーできると、そう考えていいですかね。 

事務局長、何かありますか。 
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○本多事務局長 配布の関係なんですけども、これは一応地域振興費でしたかね、そちらのほうの

ですね、算定基礎となりますので、一応、愛南町としては、全ての世帯に配ってほしいという

ことで、行政区にお願いしております。ただ、行政区によってはやはり組入りしてない部分に

ついてはですね、お配りしないという部分があるので、それをカバーする方法として、公民館

とかに置いたりとかですね、支所に置いたりとか、またはコンビニに置いてるというふうに理

解をしていただきたいと思います。 

以上です。 

○金繁委員長 では「広報あいなん」と先ほど嘉喜山委員がおっしゃったように「広報あいなん」

と原則一緒で、漏れているところに対してはこういう郵便局とかコンビニとかでカバーしてい

ただくと。「広報あいなん」と同じように配布するということでよろしいですかね。異論なけれ

ば、これは、発行要領のほうは終わりたいと思います。 

続きまして、愛南町議会だより編集要領のほうに入ります。 

では、１から５まで事務局のたたき台をもとに決めていきたいと思います。 

１、基本姿勢、議会だよりの編集に当たっては、愛南町議会基本条例第３条第１号及び第２

号の議会の活動原則に則り、議会活動全般及び町政に係る重要な情報を公正で客観的にとらえ

て、町民に提供するとともに、町民の意見を聴取し、町民と議会の意思疎通を図るためのかけ

橋となるような紙面となるよう努めることとする。 

これについて、何か御意見ありますか。 

御手元にお配りした福島町と御船町の編集発行に関する要綱の目的のところと基本姿勢、同

じようなことを書いてあると思うんですけど、ニュアンスがちょっと違うかなという感じはし

てます。 

少林委員。 

○少林副委員長 この幾つかのを見てですね、本町が町民の意見を聞いて、意思疎通を図るかけ橋 

っていうレベルが、これが基本姿勢になってるんですが、さらに一歩進んでですね、町民が本 

当にまちづくりに参画するというような立場を生かした、例えば福島のもうこれ情報共有する 

ことによって協働のまちづくりを目指そうという、こういう言葉が入ったほうがいいのではな 

いかなというふうに思いました。 

○金繁委員長 福島町の議会は、町民と議会議員の情報共有による協働のまちづくりを目指し、議 

会だより等の広報広聴活動の充実を図ることを趣旨として、必要な事項を定めることを目的と 

すると。御船町のほうは、議会の活動状況を広く町民に周知するとともに町民の議会に対する 

理解と関心を高めることを目的とするということで、愛南町の今のたたき台は、意思疎通を図 

るためのかけ橋ということが、気になってるかなと思いますが、どうですかね。福島町ちょっ 

と踏み込んでますよね。一緒のまちづくりを、情報共有して協働のまちづくりを目指そうとい 

うことに踏み込んでるような表現なってますけど、いかがでしょうか皆さん。 

何か御意見。 

なければちょっと私、いいですか。今、少林副委員長が言われたこととちょっとずれるんで 

すけど、愛南町のたたき台の「町民の意見を聴取し」ってのが、ちょっとかたい感じがしてい

て、福島町とかだと、「町民の意見、情報を集約し」というふうに書いてあって、若干やわらか

いかなという気はしたんですけど、どうですか。別に特に変わりはないという判断であればこ

のままでもいいですし。 
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吉田委員。 

○吉田委員 今回この議会だよりを発行することの一つの理由の中に、要は町民と議会との溝をな

くしていこうと。当然、議会として現場に出ていくっていうのもあるし、その中で、ひとつ議

会だよりを発行しましょうということなんで、協働まちづくりまでは、必要ないんじゃないか

な。議会の活動の状況報告ですよね、それを住民と共有する。中には町民からの意見も集約し

て、それを入れていく。そういったことも含めて余りこう、何ていうんですかね、協働のまち

づくりまで目指すと、これは町も自治体も当然絡んでいかなきゃなんないんで、これはあくま

でも議会と町民との溝をなくしていくということが 1番の目的なので、そこまでは踏み入る必

要はないんじゃないかなというふうに私は思います。 

○金繁委員長 少林委員。 

○少林副委員長 ここ基本姿勢だし、この福島町のは目的がまたちょっと違うかなと思っています 

が、さっきの委員長がおっしゃってました「町民の意見を聴取して」は、やっぱりちょっと上

から目線かなっていう気はしますね。もう少し、表現を変えた方がいいのかなとは思います。 

○金繁委員長 今、協働まちづくりまで踏み込んだほうがいいという意見と、そこまでは今回はま 

だいいんじゃないかなっていう意見とありました。その点についてと、それから「意見を聴

取」っていうのを「町民の意見・情報を集約し」とか「情報共有し」とか、こうフラットな表

現に変えるか。 

嘉喜山委員、お願いします。 

○嘉喜山委員 これ「基本条例に基づき」っていう文言からして、福島町であればこの「協働のま

ちづくり」とかっていうのは、ちょっと基本条例からは出てこない、読み取れない部分なんで、

ここはやはり確かに委員長言うたように、上から目線のところを改めた上で、もう少し、言葉、

今すぐに出てきませんけど、基本条例の中から言葉を選んで規定すればいいんじゃないかなと

今思ってます。 

○金繁委員長 その「聴取」は、「集約し」とか、「情報共有し」とか、そうしますか。 

吉田委員。 

○吉田委員 「意見の情報を集約し」でいいんじゃないですか。意見情報ですよね。 

○金繁委員長 ほかに御意見ありますか。 

「意思疎通を図るためのかけ橋」は、これでいいですかね。 

特になければ、このままでいっておきますか。 

２について、発行及び編集体制、議会だよりの発行については議長の指揮のもと、議会から 

委任を受けた議会だより編集委員会が編集作業を行う。なんですが、これで組織をどういうふ 

うにするかということと絡んでくるので、ここでもう決めてしまうのは難しいところかなと思 

うんですけれども。というのは議長の指揮のもとっていうので、議長とその編集委員会なのか 

広報広聴委員会なのか、その関係はどうなのかっていうところに関わってくるので、ここは 

ちょっと、今ここで決めるのは情報不足というか、難しいかなという気は少しするんですけど。 

どうでしょうか。 

嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 やはり、一つの独立した委員会という概念からすると、ここの「議長の指揮のもと」

にってのはなくてもいい。そやから最終的に決裁するのは議長であるけど、指揮は委員長だと

思います。 



12 

○金繁委員長 ありがとうございます。 

ほかに御意見ありますかね。ほかの要綱を見ても、「議長の指揮のもと」という文言は、今持

ってる資料の中ではほかの議会ではなかったので、私も嘉喜山委員の意見が、こう私もそう思

うんですが、皆さんどうでしょうか。 

異論なければ、「議長の指揮のもと」はちょっと一旦消しておいて、編集委員会が編集作業を

行うと。この名称についても、また９月の研修等を見て広報広聴委員会にするのか、議会だよ

り発行委員会にするのか、特別委員会にするのか常任委員会にするのか、検討しないといけな

いと思いますが、そのときに最終決定するということでいいですか。 

３番目の基本方針（１）正確かつ公正で客観的な紙面づくり、（２）読みやすく親しみやすい

紙面づくり、（３）議会の視点を伝える紙面づくり、（４）住民参加の紙面づくり、（５）多様な

媒体による情報発信、この「多様な媒体」というのはオンラインとかっていうことを含めて書

いていただいてると思うんですが、これ以外に何かあるとか、ここを修正したほうがいいとか

御意見ありますか。 

尾崎委員。 

○尾崎委員 ５番の「多様な媒体」というのは、いろいろ察するに議会だよりをインターネット等 

でも視聴できるようにするということです。 

参考資料を見て気づいたことなんですけれども、松野町議会は議会の様子はインター 

ネットで視聴できるように、そして丹波篠山市議会はですね、議会中継の様子がユーチューブ 

のほうで視聴できるようになったんですけど、気づいたのはこの発行する議会だよりにＱＲコ 

ードを付して、そこからスマホで・・・・できるんで。 

そう、愛南町議会もインターネットにかかる予定で、いろんな議会の情報を出してお 

りますが、やっぱりさっきの話もありますけど、ネット視聴率っていうのは、・・・中では低い 

と思うんですよ。やっぱり今後は、ネット視聴率を上げるような方策も、そのためにやっぱり 

今度発行する議会だよりの中にＱＲコードを付して、ネットのほうでも見えるように工夫して 

いくことが大事かなと。 

ぜひともＱＲコードを考えてもらいたいです。 

○金繁委員長 考えていきましょう。すばらしい。ＱＲコードをね、付すようにということで、そ

れは作るときにぜひ入れていただきたいことですが、ほかに何かありますか。議会によっては

ねフェイスブックとかラインとかもされていて、またそれは研修のときにもいろいろと参考に

なるところが出てくるかと思います。これなければですね、私１点ですね思ったのは、２番の

「読みやすく、親しみやすい紙面づくり」なんですが、これでもちろんいいんですけれども、

もう一つですねほかの議会を見てみると、「町民目線で分かりやすく」とか、「分かりやすく」

っていう一言が入ってるんですね。「読みやすい」というのは「分かりやすい」っていうことに

もなるかとは思うんですけど、どうでしょうか、入れなくてもいいでしょうか。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 はい。 

○尾崎委員 これは、親しみやすいということに結果なんやけど、読みやすく分かりやすく、そう 

いった紙面づくりをしませんとね。総括したら、親しみやすいし、ここは「分かりやすい」に

した方がええんやないですか。 

○金繁委員長 「分かりやすい」にした方がいい。 
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ですよね。 

「読みやすく、親しみやすい」を。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 「分かりやすい」、そうですね。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 なるほど。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 異論なければ、「読みやすく、分かりやすい紙面づくり」でよろしいでしょうか。 

（「はい」と言う者あり） 

○金繁委員長 そして次、なければ次ですね、掲載事項 

（１）本会議に関すること。 

①議案表決結果、②一般質問、③請願及び陳情、④意見書及び決議 

（２）で委員会に関すること。 

①付託された案件の審査経過と結果、②所管事務調査報告 

（３）議会基本条例に定める議会活動に関すること。 

①議会報告会、②議会研修、③その他 

（４）その他、議会が適切と認める事項 と書いていただいてます。   

ほかに、いかがでしょうか。 

これもあるよとか、参考資料のほう見ていただくと例えば御船町の５条には（３）で全員 

協議会、特別委員会っていうのも明記してます。その次の（４）で請願及び陳情に関する事項

というのも明記しています。そして（６）で町民投稿、町民による投稿ということが書いてあ

ります。福島町議会は、もっとより詳しいんですけど、ここでもですね第４条の（５）に町民

の声、ね書いてます。両方に共通するのは「町民の声」ということなので、「町民の声」ってい

うの、どっかに明記しとったほうがいいのかなと私は思ったんですけれども、それから特別議

会、委員会を入れるか、全協とかね。 

いかがでしょうか皆さん。あと議会の使い方、もちろんこういうのも入ってくると思うんで

すけど、書いておかないと忘れてしまう可能性もあるかなという気もしますが、どうでしょう

か皆様。 

少林委員。 

○少林副委員長 記載事項を見ると町民の関係は全然入ってませんでしたね。気がつきませんでし 

たが、ほかの議会だよりって町民の意見とか、車座会議で出てきたこととか、いろんな人にス    

ポットを当てて出てきたと思いますので、これは何か入れんといけんのじゃないでしょうかね。 

○金繁委員長 ほかの御意見、ほかの方。 

吉田委員。 

○吉田委員 ４番のところに、その他、議会が適当と認める事項ってありますよね。 

（発言する者あり） 

○吉田委員 ４番のところに書いてます。適当と認める事項の中に、括弧するかどうかして町民の 

意見を声をというところも少し、などということで入れればいいんじゃないかなと思いますけ 

ど、あんまり詳しくしすぎると今度町民からの意見の何て言うんですかね。これ議会でも当然 

適当かどうかってのは審議しますけど、多くなりすぎるといいことではあるんですけども、な 
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かなかこう何ていうんですかね、道筋がきちっと出来ないんで、その他、議会が適当と認める 

ところで判断すればいいんじゃないですか。括弧して「住民の声」とかにすればいいんじゃな

いかなと思います。 

○金繁委員長 ほかに御意見ありますか。その他のところで、「町民の声」ということです。 

ほかに御意見ないですかね。もう愛南町の議会だよりのね基本姿勢でも、町民に提供して町 

民の意見を集約して、町民との意思疎通を図るためのかけ橋なので、すいません私の意見を言 

ってしまうんですけど、その他よりは、ちょっと独立で入れとったほうがいいんやないかなと 

いう気はするんですけど、どうでしょうか。                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 僕は吉田委員と同様で、この４番の中に包含するということでいいんじゃないで 

しょうかと思います。 

○金繁委員長 吉田委員。 

○吉田委員 一つですね、多分ね投書が多くなってくると思うんですよ。それに対して対応が出来 

なくなってくる。例えば投書したのに出してくれないとかね、今度、不平不満がたまってくる 

んで、ここは逆に我々が取り上げていく、吸い上げていく、さっき見た車座会議みたいなとこ 

ろでこういう情報が出ましたよというのを我々が取り上げていくという形にしとくスタンス。

多分ね投書が、変な投書がたくさん来るようになると困るんで、困るというか良い投書だった

らいいんですよ。何か訳の分からない投書が来ると大変なことになるんで、あそこは、その他

でしといたほうが私は無難だと。 

○金繁委員長 という意見もありますがどうでしょうか。町民の方たちのモニター制度をね、視察 

先どこでもされていて、町民の方によるモニター制度っていうのも別途検討することになるか 

とは思うんですけど、そこで取捨選択していただいたりとか意見を聞いて、声を載せていくと  

いうことをほかの議会はされてるのかなと思います。すいませんが、どうでしょう。 

少林委員。 

○少林副委員長 基本姿勢の中で、町民の意思疎通を図る、あるいは町民の情報を集約しと書いて  

いる点と、やはり合わすためにやっぱりこの「町民の声」を、これやっぱ独自で入れとくべき

だろうなと。その他、議会が認めるにはさらにそのプラス、もう一つ違う（５）なんだろうな

と。この「町民の声」っていうのは、生の投書みたいなものを考えるともう非常にしんどいん

ですがそうではなくて、何かの制度で「町民の声」を吸い上げる、先ほどモニターのことがあ

ったりしますけど、いろんな形でできるので、必ず「町民の声」は入れるというところがない

と逆にいけないんじゃないかなというふうに思っているので、私はここは独立して、１項目あ

るべきかなと思います。 

○金繁委員長 まだ発言されていない方どうでしょう。 

池田委員。 

○池田委員 吉田委員、嘉喜山委員と同じで、その他で、まず、まずその他でということで、そち

らでいいと思います。 

○金繁委員長 尾崎委員はどうですか。 

○尾崎委員 福島町、御船町はそれぞれ入れとりますけど、その他議会・・・・・・・・・・ 

○金繁委員長 その他、（４）のその他のところで、「町民の声」を入れたらいいんじゃないかとい

う御意見が多いので、そうしておきますかね。 
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ほかに何かないですか。 

その他のところでね、全協とかね、いろんなことも入ってくるので、議会に関することでほ

かに入れたほうがいいっていうことはないですかね。 

なければ最後、作業区分に入ります。 

（１）議長、議会だよりの発行について総括する。編集委員会が指定する原稿を作成する。 

（２）編集委員会、編集委員会は議会から編集の権限を委任され、公正で客観的な編集を行

う。依頼原稿以外の原稿を作成する。 

（３）常任委員会等の委員長は、編集委員長が指定する期限及び文字量で次の原稿を作成す

る。①委員会付託された議案の審議経過と結果、②所管事務調査の結果、③その他、編集委員

会が指定する原稿、あれ、これ特別委員会ってのは入ってないんですね。 

（４）議員、編集委員会が指定する期限及び文字量で次の原稿を作成する。①自らが行った

一般質問の質問と答弁、②自らが行った討論の内容、③その他、編集委員会が指定する原稿と

いうことですね。 

（３）常任委員会等って書いてあるのは、特別委員会を含むということなんですかね。でも

これだけ見ると常任委員会だけでいいのかというふうにもとられるので明記しといたほうが

いいかなと、ちょっと読みながら疑問に思ったんですけど。 

この点含み、皆さん御意見お願いします。 

嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 まず（１）この議会、議長の総括する。 

○金繁委員長 さっきとったんですよね組織をね。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 総括とは何ですか。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 事務局長、お願いします。 

○本多事務局長 一応イメージとしてはですね、委員会は独立しておりますので編集委員のですね、 

作業を見せた場合は、その編集のですね、最終的な責任といいますか、は、委員長になろうか 

と思いますけども、あくまでもですね、議会を代表するのは議長です。もし対外的にですね、

何らかのトラブルがあった場合について愛南町議会を対応するのはあくまでも議長でありま

すので、先ほど嘉喜山委員がですね、・・・で言われたように、最終的な決裁は議長ということ

で、そういった意味での総括というふうに考えております。 

以上です。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 事務局長。 

○本多事務局長 すいません。なかなかちょっと難しいとこあるんですけども、先ほど言ったよう 

に編集についてはですね委員会で任せるので、編集の最終的な責任は委員会、そして代表する 

委員長になろうかと思うんですけども、対外的な機能はないです。何で、例えば議会だよりを 

発行した後に、この写真はどうしてこんなことを使ったのっていうトラブルがあった場合、愛 

南町議会に向かってくるわけなんですけども、愛南町議会で対外的機能があるのは、議長です。 

そういった意味で、その委員会を広くまとめる総括的な部分については、やはり議長の、なる 

のかなというイメージでここについては定めているというふうに理解してください。 
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以上です。 

○金繁委員長 総括という言葉を、今説明いただいたような対外的な機能という意味がさっと分か 

るような言葉に変えるかどうかなんですけど、これはどうしましょうか。研修を受けてから、

ほかの議会の方たちの情報なども交えて、最終的にまた委員会で決定しますか。 

いいですか。 

嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 ということであればですね、議会だよりについて、「発行」は、のけて「総理」、「総

理」する。 

○金繁委員長 「総理」。総理大臣の「総理」。それ難しいな。あまり聞いたことないな。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 「議会だよりの発行について」を取って、議長は。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 議会だより全般について。  

（発言する者あり） 

○金繁委員長 総括する。議会だより。 

吉田委員。 

○吉田委員 議会だよりの発行じゃなくて編集についての総括でしょ。 

○金繁委員長 編集というとプロセスが入るんじゃないかなと思うんですけど、事務局長どうでし  

ょうか。 

○本多事務局長 先ほど言ったようにですね、編集については恐らく議会のほうから委員会に任さ 

れると思いますので、編集についてはこの委員会になるのかなという気はするんですけども、 

あくまでも議会だよりの発行というのは、議会活動ですので、議会活動について、その指揮監 

督するのは最終的には議長ということになると思うので、そういった意味でちょっと考えてい 

ただければというふうに考えてます。 

以上です。 

○金繁委員長 吉田委員。 

○吉田委員 これは議長の立場っていうんですかね。議長の最終的な責任ということですよね。そ 

れだったらそれでもう、これ入れなきゃまずいでしょうと思います。 

○金繁委員長 尾崎委員。 

○尾崎委員 提案ですけれども、議会は議会だよりの発行に関して全責任と権限を有する。 

○金繁委員長 すいません、もう一度お願いします。議長ですよね。 

○尾崎委員 そう。1番とこです。 

○金繁委員長 もう一度お願いします。 

○尾崎委員 議長は、議会だよりの発行に関して、議会だよりの発行に関してですよ。 

○金繁委員長 発行に関して 

○尾崎委員 全責任と権限、・・・、発行に関しての権限、責任と権限両方明記した方がいいんじゃ 

ないかなと。・・・。 

○金繁委員長 事務局長。 

○本多事務局長 すいません。この部分についてなんですけども、適当な言葉かどうか、まだ、思 

い浮かばないんですけども、結局ここに書いてあるのはですね、ここで特別に議長に対して権
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限を付与したわけではなくて、議長が今、既に持っている権限を再確認しているだけなんです。

そういったことで適当な言葉を探してみたらどうかなと考えております。 

以上です。 

○金繁委員長 そうですよね。 

嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 本多君、言ったように結局、発行後の責任も議長がとるんであれば、その発行はの 

けて、すんなりと、さらりと議会だよりについて総括するのほうが私はいいと思うんですけど 

ね。 

○金繁委員長 局長どうなんですかね、この「発行」っていうのに言葉を入れられたのは、最終的

な、そのでき上がったものについてっていう、こう限定的な意味ですよね、きっとね、編集の

プロセスで、それは書いたら駄目とか、修正しろとかそう編集長的なことをするんではなくて、

出来たものに関してを意味するために「発行」ということなのかなと思うんですが、どうでし

ょうか。 

○本多事務局長 議会だよりを発行するということ全て、これはあくまでも議会の議会運営、議会 

の広報編集委員会を発行するのではなくて、愛南町議会が発行するもので、その愛南町議会が 

発行することについて、最終的な権限とか対外的な権限と責任を向かう先は議長ということで 

載せさせていただいてるんですけども、他の自治体も全く同じ条件なんで適当な言葉をですね、 

また今後また探して、入れたらいいかなというふうに考えております。  

以上です。 

○金繁委員長 では、ここはちょっと置いときますか。９月末には、研修で非常に多くの情報がい 

ただけると思うので、手に入ると思うのでそれを待ちますか。 

私、（３）の常任委員会等というのはどうなんですかね。特別委員会も明記しといたほうがい

いかと思うんですけど。 

嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 そのとおりで、これ常任というのをのけたほうがいいんじゃない。 

○金繁委員長 なるほど。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 でもそれを抜けてしまうと編集委員会とも含むような形になってしまうんですけ 

どいいですかね。 

嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 それも必要なときはあるんじゃないかなと思うんですけど、例えば編集後記とかい 

うのもあるし、また議運で出すケースもある。ですよね。 

○金繁委員長 そうですね。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 なるほど、じゃ常任をとって委員会等、等はどうしましょうか。 

吉田委員。 

○吉田委員 常任・特別委員会でいいんじゃないですか。 

○金繁委員長 等を取って、常任・特別。 

尾崎委員。 

○尾崎委員 各種委員会の・・・・・はどうでしょう。 
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○金繁委員長 事務局どうでしょう、各種っていうのはどうなんでしょうか。 

もしくは常任・特別委員会。それ以外の委員会。 

（発言する者あり） 

事務局長お願いします。 

○本多事務局長 議会のですね、委員会というのはもう常任委員会ともう特別委員会の二つしかな

いので、言葉の表現の仕方だけだと思うんですけども、どうします、常任・特別でもいいし、

その場合は等は要らないかなという気はしますし、その他でまとめてもらえたらと思います。  

以上です。 

○金繁委員長 議運は、どちらかに入るんですかね、特別委員会なんですかね。 

事務局長。 

○本多事務局長 失礼しました。そうですね、今委員長おっしゃったとおりで、議会運営委員会は    

別にありますね。 

以上です。 

○金繁委員長 嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 だから委員会等が僕はベストだと思うんですけど。 

○金繁委員長 委員会等にしておく、広く。 

どうですか吉田委員。 

○吉田委員 私は、別にそれは構いません。 

○金繁委員長 構いませんか。はい、じゃここ委員会等でもよろしいですかね。では、事務局の許  

可も得ましたので、委員会等にしておきましょう。 

ほかに何かございますか。 

なければ、編集要綱は一応これで検討事項は若干残ってますが、一応これで決めておきたい  

と思います。 

ではその他、何かございますか。 

なければですね、私のほうから今度８月７日に中村先生、早稲田大学マニフェスト研究所  

の事務局長中村健氏がいらしてくださいます。皆さんの質問を事前に出していただいておりま   

して、活発な議論を是非お願いいたします。 

今日一応決めたこの発行要領と要綱を先生に事前に私たち、これでこういうのを作ってみた  

んですってデータを送っていただいて、当日８月７日に先生に御意見もまたいただけたら、今 

日ペンディングにした保留にしている点についても、アドバイスをいただけるんじゃないかと 

思うのですが、いかがでしょう。 

よろしいですか。 

ではそういうことで、事務局にお願いしておきます。 

それから９月の末の東京での研修、議会だよりの研修なんですけど、今年のチラシはまだ来

ないんですよね、事務局長。 

事務局長。 

○本多事務局長 先般ですね、先週末だったと思うんですけども県事務局のほうから予定は送られ  

てきたんで、ちょっと今からですね、人数分コピーしてまいりますので少々お待ちください。

休憩お願いします。 

○金繁委員長 すいません。休憩します。 
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（休憩） 

○金繁委員長 休憩前に引き続いて、委員会始めます。 

令和５年度町村議会広報研修会開催要綱、今年度の情報を事務局からいただきましたので、

また御覧になっておいてください。これについては議会全体の研修とするのかどうかというこ

とで、２８日の全協で話合いされるということです。皆さんこれを御覧になって、いろいろと

御意見もあるかと思いますが、そのときにおっしゃってください。議会として、失礼、委員会

としてこの研修を受けた前後に議会だよりに関して視察を行うかどうかなんですけど、どうな

んでしょうか、ここにいろんな議会の関係の議員さんたちが集まっているので、そこで情報交

換もできるかとは思うんですけれども、どれぐらいの時間があるかどうかはちょっと分からな

いですよね。休憩時間ぐらいしかないかと思うんで、視察の希望があれば今話しておいたほう

が良いですよね。２８日だと、もう皆さんの全体の話合いになりますもんね。どうでしょうか。

研修テーマ三つありますね、広報担当者が知っておきたい法律知識、広報紙づくりのポイント、

デザインの力でもっと伝わる議会広報紙にという三つですね。じっくりと今日出てきたような

疑問点とか、もっと勉強、情報いただきたい点について必ずしもこの中で出るとは限りません

が、この前後、委員会としてどこか視察を考えますか、どうしましょう。 

ちょっと休憩しましょうか。 

休憩します。 

（休憩） 

○金繁委員長 では、休憩前に引き続き委員会に戻ります。 

では、視察に関しては９月の２６日に東京に行った後、内子議会に寄り、具体的に発行につ

いて、また視察に行くということを方向で考えていくということにしたいと思います。 

今日の議案というか内容についてはこれで、よろしいですかね。 

次回は８月７日、全員で受けることになりましたが中村先生の、失礼８日でした。８日の中

村先生の研修を受けて、活発な質疑応答などお願いいたします。それを受けてまた、協議会で

もね、そのあと行いますかね。次についてまたそのときに決めましょう。 

よろしいですか。 

では、今日はこれにて終わりたいと思います。 

○少林副委員長 私が何かいいですかね。新しいことにチャレンジしていく会が、魅力的にアド 

バイス、アイデアを出したり、確かに一歩前進しているなっていう心地よさを今日は味わう  

ことができました。またさらに前進してまいりましょう。 

今日はどうもありがとうございました。 

 

 

 

          議会だより発行準備特別委員会委員長 

 


